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要約

日本住血吸虫とマンソン住血吸虫の虫卵抗原に対するマウス抗体の反応性を虫卵周囲沈降
(ＣＯＰ）反応および酵素抗体法（ＥＬＩＳＡ）により検討した。
ＢALB／ｃマウスに日本住血吸虫あるいはマンソン住血吸虫セルカリアをそれぞれ40隻，150隻
宛経皮感染（各１群５頭）させ，その後16週まで２週ごとに採血し血清を得た。この感染血清と両
種の凍結乾燥虫卵とのＣＯＰ反応を行い反応陽性虫卵率，Ｉ．Ⅱ．Ⅲ型反応（横川ら，1967）の各
陽性率，および分節状沈降物の出現状況について観察した。また，ＥＬＩＳＡにより両種の虫卵抽出

抗原に対する同種および異種感染群のIgMとＩｇＧサブクラス抗体の反応を観察した。
両種いずれの虫卵に対しても各感染群のＣＯＰ反応陽性率の推移に大きな差は認められなかった。
しかし，Ⅲ型沈降物形成虫卵率に着目すると，日本住血吸虫卵に対しては６週以降，マンソン住血
吸虫卵では14週以降における同種感染群の陽性率は異種感染群よりも有意に高く推移した。また，
分節状沈降物は同種の感染血清と虫卵を用いた時にのみ認められた。

一方，ELISAにおいて日本住血吸虫とマンソン住血吸虫感染群のIgM抗体は両種の虫卵抗原
に対して強い交叉反応を示した。ＩｇＧサブクラス抗体については日本住血吸虫の虫卵抗原に対す
る同種感染群のＩｇＧｌとＩｇＧ３抗体が感染６週目から16週目まで異種感染群よりも有意に高い反
応を示し，マンソン住血吸虫の虫卵抗原では同種感染群のIgGｌ抗体が感染12週目から16週目ま
で異種感染群に比べ高い反応を示した。

以上の結果から，ＣＯＰ反応ではⅢ型沈降物形成虫卵率と分節状沈降物の観察が本反応の特異'性
を反映し，免疫診断上有用な指標になることが示唆された。また，虫卵抗原を用いたELISAの特

異性はIgGサブクラス抗体，とりわけIgG１抗体を検出することによって向上すると考えられた。

Ｐ
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ＣＯＰ反応がマンソン住血吸虫症の免疫診断法として

初めてOliver-Gonzalez（1954）によって報告されて

以来，新鮮虫卵を用いたＣＯＰ反応の種特異性が検討さ

れてきた（Oliver-GonzalezetaZ.，1955;Ｎｅｗsome，

1958;HillyerandBruce，1980)。その後，凍結乾燥虫
卵を用いたＣＯＰ反応がＲｉｖｅｒａｄｅＳａｌａｅｔａＺ．（1960）

によって報告され，虫卵の保存Ｉ性，安定性などの点から

野外調査にまで応用されるに至っている（Ｌｅｗｅｒｔａｎｄ

Ｙｏｇｏｒｅ，1969；ＮｏｓｅｆｉａｓｅｔａＺ.，1975；ＴａｎａｋａｅｔａＺ.，

1975；MatsudaetaZ.，1977；ＹｏｇｏｒｅｅｔａＬ，1979)。
しかし，凍結乾燥虫卵を用いたＣＯＰ反応の特異性に関

緒 論

現在，虫卵周囲沈降（CircumovalPrecipitin：

ＣＯＰ）反応と酵素抗体法（Enzyme-linkedlmmuno-

sorbentAssay;ＥＬＩＳＡ）は住血吸虫症の免疫学的診

断として広く用いられており，中でもＣＯＰ反応は操作

の簡便性から本症の重要な診断法の一つとなっている。

ＣＯ｢reSpo"delzce:HajimeMatsuda
本研究の一部は文部省科学研究費補助金（課題番号
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よびＳｍセルカリアをそれぞれ１匹あたり４０隻，なら

びに150隻宛試験管内に浮遊させ，マウスの尾部を30分

間浸すことにより行った。その後各個体から２週間隔で

16週目まで眼底静脈叢より採血し，血清分離後，使用時

まで-20°Ｃで保存した。なお，ＳｊおよびＳｍ感染マウ

スにおける剖検時の成虫回収数（平均値±ＳＥ）はそれ

ぞれ６２±0.7および22.8±Ｌ６対であった。

しては，YogoreetaL（1968）の報告があるのみで詳

細な検討はなされていない。

虫卵抗原を用いたＥＬＩＳＡの特異性については

HillyeretaZ．（1980）とBarral-NettoetaZ．（l983a）

が，マンソン住血吸虫の虫卵抗原に対するＩｇＧ抗体の

応答に交叉性が認められることを報告している。しかし，

ELISAの特異性の向上をはかる目的で，各種虫卵抗原

に対するクラスあるいはサブクラス別の抗体反応につい

て検討した報告は極めて少ない。一方，他の寄生虫感染

ではＥＬＩＳＡの特異性について種々の検討がなされ，回

旋糸状虫症（ＷｅｉｌｅｔａＺ.，1990;OgunrinadeetaL，

1992)，バンクロフト糸状虫症（HitchetaZ.，1991）で

は感染者血清よりＩｇＧサブクラス特異抗体の検出を行

うことによって，さらに特異性の高い診断が可能である

と報告し，特にIgG４特異抗体検出の有用性を報じて

いる。

そこで本研究では，ＣＯＰ反応とＥＬＩＳＡの特異性を

明らかにするために，最も交叉反応を発現すると思われ

る日本住血吸虫およびマンソン住血吸虫の虫卵抗原に対

する両種の感染マウスの抗体応答について検討を加えた。

材料および方法

日本住血吸虫とマンソン住血吸虫

山梨系の日本住血吸虫（Ｓｃ/zistosomaノapo,zicILm：

Sj）は，実験室内においてICRマウスとミヤイリガイ

O"comeZamα〃osOp/zo7αを用いて継代し，ＰＲ－ｌマ

ンソン住血吸虫（SChistosomamα"so"i:Ｓｍ）は，

ＩＣＲマウスとM-lineBiornp/zaZa7iagZa67atαを用

いて継代したものをそれぞれ実験に使用した。

虫卵周囲沈降（ＣＯＰ）反応

凍結乾燥虫卵と0.15Ｍリン酸緩衝液（ＰＢＳ）で５倍

に希釈した血清0.1ｍlをスライドグラス上で混和し，

18×１８ｍｍのカバーガラスで覆いワセリンで封じた。

37°Ｃ下で48時間反応させた後，観察した成熟虫卵数

(100個以上）に対する沈降物形成虫卵（陽性虫卵）数の

比率（％）を求め，ＳｊおよびＳｍ感染群（各１群５匹）

それぞれの平均値を求めた。卵殻周囲の沈降物の形状に

ついては横川ら（1967）に従いＩ型，Ⅱ型，Ⅲ型に分類

した。同様に観察成熟虫卵数（100個以上）に対するＩ

型，Ⅱ型，Ⅲ型それぞれの沈降物形成虫卵数の比率

(％）も求め，各群ごとにその平均値で表わした。また，

YogoreetaZ．（1968）による分節状沈降物（septate

precipitin）の出現の有無についても観察した。

、

酵素抗体法（ＥＬＩＳＡ）

反応手技はMatsudaetaL（1984）に準じた。Ｓｊお

よびＳｍの虫卵抽出抗原をそれぞれｌＯｌＵｇ／ｍｌの蛋白

濃度でマイクロプレート（Immulon200;Greiner社，

Germany）に４℃で一晩吸着させた。被検血清は１％

BSA-PBS-Tween20で１：200に希釈し，３７℃で45分

間反応させた後，至適濃度のペノレオキシダーゼ標識抗体

を37°Ｃで60分間反応させた。次いでＡＢＴＳ；２－２，‐

azino-bis-(3-ethylbenzthiazoline-6-sulfonicacid)，

H202を基質として加え，室温で30分間反応させた後，

414ｎｍの波長でマイクロプレートリーダー（コロナM

TP-l20；コロナ社）を用いて測定し，ＯＤ値を求めた。

各感染群のIgM抗体およびIgGサブクラス抗体の検出

は，ブロックタイトレーションにより決定し，ペルオキ

シダーゼ標識抗マウスＩｇＭ山羊血清（,U鎖；Cappel

社，ＵＳＡ）をｌ：10,000,同抗マウスＩｇＧＬＩｇＧ２ａ，

IgG2b，およびＩｇＧ３ウサギ血清（γ鎖；Ｚｙ－

ｍｅｄ社,ＵＳＡ）のそれぞれを１：5,000に希釈して使用

した。

住血吸虫卵の採取

感染は生後４～６週齢の雌のICRマウスに，Ｓｊおよ

びＳｍセルカリアを1匹あたり60隻あるいは150隻宛試

験管内に浮遊させ，マウスの尾部を30分間浸して経皮感

染させた（PellegrinoandKatz，1968)。感染７～８

週後にＳｊ虫卵を腸管より，またＳｍ虫卵を肝臓より採

取した。各臓器からの虫卵分離には0.01％プロナーゼ，

0.05％コラゲナーゼによる消化法（松田ら，1981）を用

い，分離後の虫卵は凍結乾燥させ，-70℃に保存した。

､

抗原の作成

ELISAに用いたＳｊおよびＳｍの虫卵抗原は松田ら

(1981）に従い作成した。また，蛋白濃度の測定には

ＬｏｗｒｙｅｍＺ．（1951）の方法を用いた。 統計解析

ＳｊおよびＳｍ感染に伴うＣＯＰ反応陽性率，ならび

にＥＬＩＳＡ値の平均値の差の検定にはMan､‐

Whitney，sUtestを用い，危険率を１％とした。

感染マウス血清

Ｓｊの産卵数はＳｍに比べ多い理由から，感染は生後

６週齢の雌性ＢＡＬＢ／ｃマウスを１群５頭とし，Ｓｊお
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の虫卵に対して各感染群血清はそれぞれ交叉反応を示し

た。

２１型およびⅡ型沈降物形成虫卵率の推移

ＣＯＰ反応陽性虫卵につき沈降物の形状を型別に観察

した。ｓｊ虫卵についてＩ型およびⅡ型陽性虫卵率の推

移を観察したところ，各感染群血清はそれぞれ交叉反応

を示した（Ｆｉｇ．１Ｂ,Ｃ)。Ｓｍ虫卵についても同様の成

績であった（Ｆｉｇ．1Ｆ,Ｇ)。

ａⅢ型沈降物形成虫卵率の推移

ｓｊ虫卵に対するⅢ型沈降物の陽性率は感染10週目で
ピーク（28.4％）となり，16週までその値を保持した。

Ｓｍ感染群の陽性率は常にく5.2％を示した。統計的に

６週目から実験終了の16週までＳｊ感染群の陽性率は

Ｓｍ感染群に比べ有意に高い値を示した（ＦｉｇｌＤ)。

一方，Ｓｍ虫卵に対する反応において，Ｓｊ感染群の

陽性率は10週目をピーク（11.0％）に次第に減少し，１６

結果

日本住血吸虫およびマンソン住血吸虫の凍結乾燥虫卵に

よるＣＯＰ反応

ＳｊおよびＳｍ凍結乾燥虫卵に対し，同種あるいは異

種の住血吸虫感染マウス血清（各群５匹）によるＣＯＰ

反応の発現状況を経週的に観察した。

ＬＣＯＰ反応陽性率の推移

ｓｊ虫卵をＣＯＰ反応の抗原に用いた場合，ｓｊ感染群
の陽性率は感染６週目でピーク（65.4％）に達し，その

後16週まで高い陽性率を保った。Ｓｍ感染群の陽性率は

１０週目をピーク（53.2％）に減少する傾向を示したが，

Ｐ常w鰡圭孟二瘍勵宗悪二'曇墓6週から、
週目ではＳｊ感染群の陽性率はＳｍ感染群に比べて高く，

１４週目以降は逆転した（ＦｉｇｌＥ)。このように，両種
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SjおよびＳｍ虫卵抗原を用いたＥＬＩＳＡによる虫卵特

異抗体の反応

ＳｊおよびＳｍ虫卵抽出抗原に対する同種あるいは異

種の住血吸虫感染マウスIgM抗体，ならびにIgGサブ

クラス抗体の反応性を観察した。

ＬＩｇＭ抗体の反応

Ｓｊ虫卵抗原に対してＳｊ感染群のIgM抗体は強い反
応を示し，感染12週目でその抗体値はピーク（1.339）

に達した。その後16週目までは減少傾向を示したが，

ＯＤＩ直は常に1.2以上の高値を維持した。Ｓｍ感染群の

IgM抗体値はＳｊ感染群よりも低く推移したものの感染
に伴いその値は上昇し，１６週目では0.935に達した

(Fig.２Ａ)。一方，Ｓｍ虫卵抗原に対してもＳｊ感染群

のIgM抗体は強く反応し，抗体値は感染８週目をピー

週目には1.1％を示した。Ｓｍ感染群の陽性率は常に増

加傾向を示し，最終的に26.4％に達した。統計処理の結

果，１４週目以降のＳｍ感染群の陽性率はＳｊ感染群より

も有意に高い値であった（ＦｉｇｌＨ)。

４．分節状沈降物の出現状況

ＳｊあるいはＳｍ虫卵に対して，同種の感染血清を反
応させた時にのみ分節状沈降物（Photo」）が各感染

群とも感染８週目から認められ，異種の血清では全く出

現しなかった。本沈降物はＳｊ感染群では１０週目，Ｓｍ

感染群では１４週目に全例の血清について認められた

(Tableｌ)。

Ｐ
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Ｃ)。

一方，Ｓｍ虫卵抽出抗原を用いた場合，感染10週目以

降におけるＳｍ感染群のIgG１抗体の反応はＳｊ感染群

に比べて強く，感染16週目の抗体値は0.892に達した。

Sj感染群におけるIgGｌ抗体の反応も認められたが，
感染12週目の0.288が抗体値のピークであった。統計的

には感染12週目から16週目までの抗体値に有意差が認め

られた（Ｆｉｇ３Ｅ)。また，Ｓｍ感染群のＩｇＧ３抗体の

反応もｓｊ感染群に比べて強かったが，その抗体値に有

意差は認められなかった（Fig.３Ｈ)。Ｓｊ感染群の

IgG2aおよびIgG2b抗体の反応は認められず，Ｓｍ感

染群のIgG2a抗体も殆ど認められなかった（Ｆｉｇ．３Ｆ，

Ｇ)。しかし，Ｓｍ感染群のIgG2b抗体は感染８週目以

降徐々に上昇し，感染１２週目から16週目までの抗体値は

Sj感染群よりも有意に高いものであった（FigBG)。

ク（1.407）にその後は減少傾向を示した。Ｓｍ感染群

のIgM抗体値は感染４週目から８週目までＳｊ感染群に
比べ低く推移したが，１０週目以降で逆転し，16週目の抗

体値は1493に達した（Ｆｉｇ２Ｂ)。概して，各感染群の

IgM抗体はいずれの虫卵抗原に対しても強い反応を示
した。

2．ＩｇＧサブクラス抗体の反応

Ｓｊ虫卵抽出抗原を用いた場合，Ｓｊ感染群のＩｇＧｌお

よびIgG３抗体の反応はＳｍ感染群に比べて強く，最
終的に各々の抗体値は0.816および0.598を示した。これ

に対してＳｍ感染群のＩｇＧｌとＩｇＧ３抗体値は感染期

間を通じ，それぞれく0.2およびく0.1であった。統計的

には感染６週目から16週目まで各々の抗体値に有意差が

認められた（Fig.３Ａ,Ｄ)。Ｓｊ感染群のIgG2aおよび

IgG2b抗体値はともに感染期間を通じてく0.1であり，
Ｓｍ感染群においても殆ど認められなかった（Ｆｉｇ３Ｂ，

、
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＊SignificantlyhigherthanS.〃7α"so"/infectedgroup(p<0.01）

十SignificantlyhigherthanSﾉapo"ﾉc"minfectedgroup(p<0.01）
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６週目以降，Ｓｍ虫卵では14週目以降の同種感染群のⅢ

型沈降物形成虫卵率は，異種感染群に比べて有意に高い

ことが明らかとなった。これは，凍結乾燥虫卵を用いた

ＣＯＰ反応の陽性判定はⅢ型沈降物を基準にして行った

方が特異性も高く，診断上有効であることを示唆してい

る。なお，感染６週目から10週目の間，Ｓｍ虫卵に対す

るＳｊ感染群のⅢ型陽性率はＳｍ感染群を上回っていた

ことから，この期間においてＳｍ虫卵を用いたＣＯＰ反

応の特異性は低いものと考えられ，ＣＯＰ反応の特異性

は使用する虫卵の種類や感染経過によって異なることが

示唆された。

YogoreetaL（1968）は，Ｓｊ凍結乾燥虫卵をＣＯＰ

反応に用いる場合，同種の感染血清との反応によって出

現する分節状沈降物を陽性判定の指標にすることで，本

反応は高い種特異性と感度を備えると報じているが，マ

ンソン住血吸虫の虫卵を用いた検討は行っていない。し

かし，今回の実験ではＳｊのみならずＳｍ虫卵に対して

も，同種の感染血清を用いた時にのみ分節状沈降物が出

現し，異種の感染血清との反応では本沈降物は全く認め

られないことが明らかとなった。従って，分節状沈降物

も本反応の陽性判定に有用であると考えられた。また，

分節状沈降物は形状が特徴的で判定が容易であるため，

野外調査などに際し簡便且つ特異性の高い判定指標とし

て利用できるものと思われる。

ＥＬＩＳＡにおける特異抗体の反応'性についてはいくつ

かの報告がある。HillyerandBruce(1980）はＳｊあ

るいはメコン住血吸虫（S､ｍｅ/eo7Zgi）の虫卵抗原に対

する同種感染マウスのIgG抗体は，異種の感染マウス

に比べ高く推移することを認めている。Barral-Netto

etaL（l983b）はＳｊ,Ｓｍおよびメコン住血吸虫の虫卵

抗原に対する，Ｓｍとメコン住血吸虫感染者のIgG抗

体の反応性を比較し，同種感染者のIgG抗体値は異種

感染者に比べて高いという成績を得ている。一方，住血

吸虫以外の寄生虫感染症ではIgGサブクラス抗体検出

の有用性について検討がなされ，回旋糸状虫症（Weil

etaZ.，1990;OgunrinadeetaZ.，1991）やバンクロフ

ト糸状虫症（ＨｉｔｃｈｅｔａＬ，1991）では感染者血清より

IgGサブクラス特異抗体，特にＩｇＧ４特異抗体を検出

することにより，さらに特異性の高い診断が可能である

と報告している。今回，著者らはＳｊおよびＳｍ虫卵抽

出抗原に対する同種あるいは異種感染マウスのＩｇＭ抗

体，およびIgGサブクラス抗体の反応をＥＬＩＳＡによ

り検討した。両種いずれの虫卵抗原に対してもｓｊと

Ｓｍ感染群のIgM抗体は強い反応を示し，本抗体の高

い交叉反応性が窺われた。しかし，ＳｊとＳｍの虫卵抗

原に対する同種感染群のIgGサブクラス抗体の反応は，

HillyerandBruce（1980）やBarral-NettoetaL

O983b）の報告と同様，異種の感染群よりも高いこと

考察

ＣＯＰ反応における沈降物は，虫卵内のミラシジウム

と卵殼の間に存在する抗原が卵殻の小孔を通過し

（SakumotoetaJ.，1972;ＦｏｒｄｅｔａＬ，1980;Demaree

andHillyer，1981)，感染血清中の抗体と反応するこ

とによって形成されると考えられている。また，これま

でにマンソン住血吸虫より分離精製されたMajorSe-

rologicAntigenl（HillyerandPelley，1980）や日

本住血吸虫卵中の糖蛋白質である145Ｋ抗原（小林，

1986）などが本反応に関与する抗原として報告されてい

るが，その特異性について検討した報告は極めて少ない。

Oliver-GonzalezetaL（1955）は日本住血吸虫（Sj）

Ｐとビルハルツ住血吸虫（８/Ｄａｅｍａｔｏ６ｍｍ:Sh）の新
鮮虫卵に対してＣＯＰ反応を行うと”同種の感染血清の

みが陽性反応を示すが，マンソン住血吸虫（Ｓｍ）の新

鮮虫卵に対しては，同種だけでなく異種の感染血清も陽

性を示すと報告している。一方，Ｎｅｗsｏｍｅ（1958）は

Ｓｈ虫卵とＳｍ感染ヒヒ血清とのＣＯＰ反応で非分節状

の沈降物を認めている。HillyeretaZ．（1980）および

HillyeretaZ．（1981）はＳｍあるいはＳｈ虫卵と異種

の感染血清との反応において，水胞状および分節状を呈

する沈降物を観察している。さらに，Tawfikand

Galil（1977）とKoechetaZ．（1984）は感染者の尿中

より得たＳｈ虫卵を用いたＣＯＰ反応は偽陽性を示す傾

向があると報じている。これらのことからｓｊ新鮮虫卵

を用いた場合に本反応の特異性は最も高くなり，交叉反

応もないとまで言及されている。今回，凍結乾燥虫卵を

用いたＣＯＰ反応の特異性について検討を行ったところ，

ＳｊおよびＳｍ感染群血清はそれぞれ両種の虫卵に対し

て高い交叉反応を示した。この結果は，本反応に新鮮虫

卵を用いた場合と凍結乾燥虫卵を用いた場合とでは反応

Ｐの発現に差があることを示唆し，Oliver-Gonzalezet
aL（1955）の報告と異なっていた。

本反応の陽性判定には顕微鏡下で沈降物の形態を観察

し，Ｉ，Ⅱ，Ⅲ型に分類する横川ら（1967）の方法，全

陽性虫卵を観察し最強の反応型を記載する方法

（ＭａｔｓｕｄａｅｔａＬ，1977)，Indexを用いる方法

（Tanaka，1976）などがある。本研究では，同種の虫

卵と感染血清とのＣＯＰ反応によって形成される沈降物

は，異種の虫卵と感染血清との反応により形成されるも

のに比べ，感染経過に伴い大きくなる（Hillyerand

Bruce，1980）と考え，横川ら（1967）の方法に従いＩ，

ⅡおよびⅢ型沈降物形成虫卵率の推移を観察した。その

結果，Ｉ型とⅡ型沈降物形成虫卵は同種あるいは異種の

虫卵と感染血清との反応において認められたが，Ⅲ型沈

降物形成虫卵は同種の虫卵と感染血清との反応において

顕著に認められた。すなわち，ｓｊ虫卵に対しては感染
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が明らかとなった。すなわち，ｓｊ虫卵抗原に対し感染

６週目以降における同種感染群のＩｇＧ１およびIgG３

抗体値がＳｍ感染群よりも有意に高く，またＳｍ虫卵

抗原に対しては感染12週目以降の同種感染群のIgG１

抗体値がｓｊ感染群に比べ有意に高い値を示した。この

成績は前述のＣＯＰ反応における分節状沈降物の出現状

況と相関し，LongetaZ．（1980）が示唆したように，

ＣＯＰ反応で出現する分節状沈降物の形成にIgG抗体が

関与していることを支持するものである。従って，ＩｇＧ
サブクラス抗体は分節状沈降物と同様に，ＥＬＩＳＡによ

る本症の診断上特異性の高い検出対象になると考えられ

る。また，ＥＬＩＳＡによってIgGサブクラス抗体を検出

することで，Ｓｍ虫卵抗原に対する異種感染血清中の

IgG抗体の強い交叉反応’性（HillyeretaZ.，1980；

Barral-NettoetaJ.，l983a）をある程度低下させるこ

とができるものと思われる。なお，LitteMaZ．（1982）

はＳｊ感染マウスの虫卵特異IgGサブクラスのうち，

IgG１抗体のみが反応を示すと報告しているが，本実験

ではＳｊ虫卵抗原に対する同種感染群のIgG３抗体にも

反応が認められたことは，新たな知見である。一方，

Ｓｍ虫卵抗原に対する同種感染群のIgG2b抗体の反応

は低値ではあったが，ｓｊ感染群を有意に上回った。し

かし，Ｓｊ虫卵抗原に対する同種感染群のIgG2b抗体も
若干の反応を示しており，これがＳｍ感染群に特異的

な現象であるか否かについては今後さらに検討する必要

性がある。

以上の一連の結果より，ＣＯＰ反応ではⅢ型沈降物形

成虫卵率と分節状沈降物の観察，虫卵を抗原とした

ELISAではIgG１サブクラス抗体の検出を行うことに

より，虫卵抗原の高い特異性を活かした免疫診断が可能

になると考えられた。
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! Abstract j
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STUDIES ON ANTIBODY RESPONSES IN MICE TO EGG ANTIGENS OF

SCHISTOSOMA JAPONICUM AND S. MANSONI DETECTED BY CIRCUMOVAL

PRECIPITIN (COP) REACTION AND ENZYME-LINKED IMMUNOSORBENT ASSAY (ELISA)

Hajime YOKOI12), Masashi KIRINOKI0, Yuichi CHIGUSA0, Hisashi YAMAMOTO0,

TOSHIO ISHII2), SOICHI IMAI2) AND HAJIME MATSUDA1}

1department ofMedical Zoology, Dokkyo University School ofMedicine, Mibu, Tochigi 321-02, Japan.

2]Department of Veterinary Parasitology, Nippon Veterinary and Animal Science University,

1-7-1 Kyonan-cho, Musashino-shi, Tokyo 180, Japan.

We examined antibody responses to Schistosomajaponicum and S. mansoni egg antigens in COP reaction and

ELISA using sera from mice infected with both Schistosoma species. Individual mice were infected percutaneously

either with 40 cercariae of S. japonicum or with 150 cercariae of S. mansoni. They were then bled from the eyeground

venous plexus at 2 week intervals up to 16 week after infection for serum samples. COP tests using the serum samples

revealed that the total positive rates with homologous eggs were similar to those with heterologous eggs. However, the

appearance rate of the "type 3" reactions (Yokogawa et al., 1967) with sera of S. japonicum infected mice collected 6-

16 weeks after infection was significantly higher to homologous eggs than to heterologous eggs. Similar results were

obtained with sera ofS. mansoni infected mice collected 14-16 weeks after infection. Septate precipitates were observed

only to homologous eggs. The results of ELISA indicated that IgM of mice infected either with S. japonicum or S.

mansoni cross-reacted against both schistosome species egg antigens. IgGl and IgG3 antibody levels of sera from S.

japonicum infected mice collected 6-16 weeks after infection were significantly higher to homologous eggs than to

heterologous eggs. Similar results were found in sera from S. mansoni infected mice obtained 12-16 weeks after

infection. These findings suggest that in COP tests species specificity of S. japonicum and S. mansoni eggs may be

recognized by the rate of "type 3" reactions and by the appearance of septate seguments, and that in ELISA the species

specificity may be manifested by the change of IgGl antibody production.


